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1. はじめに 

近年, インターネット上の広告に注目が集まるにつれて

現実世界での広告表示にもインターネットと同様の広告の

効率化や広告効果の可視化が求められるようになってきて

いる.  

現実世界での広告効果の指標のとしては, 欧米で VAI[1]

という広告効果指標が用いられているが, 日本ではいまだ

に一定の指標が定められておらず, 屋外広告指標調査研究

プロジェクトという団体によって研究が行われている段階

である.  

我々が生活している空間に存在している広告をより興味

をひきやすいものへと置き換えるためのシステムとし

て”AR を用いた集団最適化広告表示”[2]システムを提案し, 

実装した. 本システムでは, AR によって広告を表示すると

いうシステム上, どの広告スペースにどのような広告を表

示したかという情報を収集することが可能である. また, AR

広告とユーザとのインタラクティブな情報表示操作を実現

することで表示広告がユーザの興味を惹いたか否かを計測

することが可能である. 以上の点を利用し, 本研究では, AR

広告表示システムを広告媒体や表示広告の広告効果測定の

指標を提供する手法として提案する.  

2. AR広告表示システム 

図 1 システム構成図 

 

我々が提案, 開発したシステムについて簡単に説明して

おく.  

2.1 システム構成 

広告表示システムの構成を図 1に示す.   

HMDの前面には Android端末がマウントされており 

ユーザはこれを装着することで AR広告を閲覧する.  

HMD と Android 端末は MHLケーブルで接続されており

画面を共有するようになっている. そのため, カメラ画像を

用いるアプリケーションを実行することで擬似的にビデオ

シースルーの HMDを実現している.  

2.2 想定する未来環境 

本システムでは広告画像の描画にビデオシースルー型の

HMD を用いている. そのため, 本システムはこのような

HMD が一般に普及し, 日常的に用いられるようになってい

る未来の環境での動作を想定している 

2.3 ARを用いた広告画像の置き換え 

広告の置き換えには ARToolKitを用いた.  

広告位置を想定するスペースに AR マーカを設置し, AR

マーか位置に対して広告画像をテクスチャとしてバインド

したポリゴンを描画することで実現した.  

3. システムによる広告評価 

上記システムを用いることで実世界の広告媒体評価及び

表示広告の評価を行う.  

既存の広告評価方式の VATは, 人々の行動パターン, 車と

歩行者の通行量, 広告がどれくらい人々に見られているか

を実際に計測したデータ, 広告媒体の大きさ等媒体ごとの

属性データを基に広告媒体を評価する手法である. しかし, 

幹線道路沿いの大型広告やバス停に付随した広告が主流で

ある欧米と異なり, 日本では繁華街に大小様々な広告が存

在しているためこのまま導入することは困難であるといわ

れている. また, 広告がどれだけ人に見られているかという

部分に関して, 人力による計測を必要とするため, 広告媒体

ごとに測定コストがかかってしまうという欠点もある. さ

らに VAI は一度の測定で広告効果を測るものであるため, 

現実世界の人の行動の移り変わり等を計測することは困難

である.  

 

本研究では現状の広告評価に対し以下の利点を有する広

告評価指標を実現する.  

・低コスト 

本システムでは, HMD が日常的に用いられるようになっ

た近未来を想定している. 広告の閲覧状況は HMD内部の処

理を通して計測されるため, 現状の屋外広告評価と異なり

計測員を用いた視認率実測を必要としない. このため, 本シ

ステムで行われる広告評価は現行のシステムに比べ低コス

トで行うことが可能である.  

 

・時系列性 
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本システムでは, リアルタイムに広告表示状況及び, 表示

広告に対するユーザの興味関心を計測することが可能であ

る. そのため, 時系列に基づいて広告効果を測定することが

可能である. これは, あるタイミングの広告効果を測定する

にとどまっている現行の広告効果測定手法と異なり, 時間

による広告効果の移り変わり等の可視化を可能とする.  

4. 実装 

AR 広告表示システムでの広告効果指標呈示のために以

下の手順で処理を行う 

4.1 表示広告時のデータ取得 

HMD を装着したユーザが広告スペースを閲覧した際, シ

ステムが ARマーカを認識し, その広告スペースに対し広告

画像を重畳表示する.  

その際, Andoroid端末は通信を行い, Kii cloud上に保存さ

れているユーザ情報に表示した広告の ID, 対応する AR マ

ーカ ID, 位置情報, 時間等を記録する.  

4.2 表示広告媒体の識別 

広告媒体を評価するため, AR 広告表示時にどの媒体を閲

覧したかを認識する必要がある.  

ARToolkit は複数のマーカを認識することが可能である

ため, 媒体ごとに設置するマーカを変化させることである

程度対応が可能である. しかし, 無数に存在する広告媒体を

マーカのみで対応することは困難である.  

そこで, gps の位置情報と組み合わせ, 一定区域内でマー

カをユニークに割り当てることで表示媒体を識別する.  

4.3 広告に対する操作 

本システムで表示している広告は AR によって表示され

ている仮想広告である. そのため, ユーザはインタラクティ

ブに広告を操作することで更なる情報を得ることが可能で

ある. たとえば, 広告に表示されている商品の詳細を表示し

たり, 店舗位置を取得したりすることが可能である.  

ユーザがこれらの操作を行った際にも表示時と同様に情

報を取得する.  

4.4 広告の効果指標計算 

広告表示時, 広告に対する操作時における取得データよ

り広告画像ごとに広告効果を以下の数式で算出する.  

表示広告の CTR ＝ 該当広告に対する操作数/該当

広告表示回数 

4.5 広告媒体の評価指標計算 

広告表示時, 広告に対する操作時における取得データよ

り広告媒体の評価指標を以下の数式で算出する.  

広告媒体の CTR ＝ 該当媒体への操作数/該当媒体

の広告表示回数 

4.6 広告評価の表示 

システムによって計算した広告評価指標を表示する.  

表示には時系列ごとの効果等を表示するようにし, VAI

等では得られない評価値を得ることができる.  

5. 関連研究 

 

AR を用いて利用者に商業的な情報を提供するシステム

の研究が行われている.  

内山らは市街地構造物上に AR によって広告を表示する

研究を行っており[3], 竹内らの研究ではARによって建物を

変形させることでその建物がどのような商業施設であるか

の情報を利用者に提供する[4]. これらの研究では広告を表

示した結果どのような広告効果があったのか, 及び, どれほ

どのユーザによってその商業的な情報が閲覧されているか

等に関する言及がない. 本研究では既存の研究と異なり, 表

示した広告が利用者にどのような影響を与えたか, 表示媒

体がユーザたちにどれほどの頻度で視界に入っているか等

のデータを用い, 広告効果指標を呈示している部分に於い

て異なる.  

6. まとめ 

本論文では AR 広告表示システムでの広告評価呈示手法

について, 提案, 実装を行った. 従来の屋外広告に対する効

測定手法とは異なり, リアルタイムに広告効果の指標を計

算するシステムであり, 広告効果の算出に人力を用いない

方式である.  

7. 今後の予定 

一つ目に, システムが呈示する広告評価指標と実際の広

告効果との比較実験を行い, 本システムが示す指標がどの

程度有効なのかを示す必要がある.  

二つ目に, 今回の指標を利用して広告をより効果的に運

用するシステムの開発である. 本システムではユーザに対

して, どのような広告を表示し, そしてそれがユーザにどれ

ほど関心を得ることができたかを取得することが可能であ

る. ユーザがどのような広告に興味を惹かれやすいのかを

蓄積, 分析することで自動的にユーザが興味を持ちやすい

広告画像を表示する等の改善が可能であると考えられる.  
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